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幸田町SDGs未来都市ロゴマーク

使用ガイドライン



幸田町SDGs未来都市ロゴマーク

幸田町の持つ独自の魅力や特徴を持ち、SDGsの目標やビジョンと組み合わせて、持続可能
な未来都市を象徴するものとなっています。

以下の３種類から使用するコンセプトにあったものを選択しご利用いただけます。
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基本デザイン（ロゴマーク１）

ものづくりのまちとしての技術的な側面と、特産の筆柿畑など緑豊かな自然環境を組み合わ
せ、技術と自然が調和し共存する未来都市のビジョンを表現。

【コンセプト】　「技術と自然の共生」

ものづくりを象徴する「歯車」と、自然を表す「葉」が調和しながら螺旋状に混ざりあい、大きく
広がり発展してゆくイメージです。
SDGs公式ロゴの17色の色味を使用することで、様々なものづくり分野で発展してゆく豊かさや、
特産の農作物や自然を思わせ、未来への希望を感じさせるようなデザインにしています。
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【縦型】

【横型】



基本デザイン（ロゴマーク２）

ものづくりのまちとしての技術的な側面と、特産の筆柿畑など緑豊かな自然環境を組み合わ
せ、技術と自然が調和し共存する未来都市のビジョンを表現。

【コンセプト】　「技術と自然の共生」

自然を表す植物や翼と、技術やテクノロジーをイメージした四角いモチーフが合わさって大き
な一枚の「葉」になるイメージです。
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【縦型】

【横型】



基本デザイン（ロゴマーク３）

幸田町の特産物である筆柿と、町の花である椿を組み合わせ、伝統と自然の美しさを強調。
SDGsの目標である文化と伝統の保護、そして環境の持続可能性への取組を表現。

【コンセプト】　「筆柿と花の町」

筆柿と椿がのびのびと咲き誇る自然豊かな町の景色をデフォルメし、ステンドグラスのような
イメージでデザインしました。
SDGs公式ロゴの鮮やかな色と、少しレトロでポップな雰囲気の植物をモチーフとし、伝統と親
しみやすい町のイメージで表現しました。
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【縦型】

【横型】



配色 6

幸田町SDGs未来都市ロゴマークと文字の配色は、次のとおりです。
国連作成の17のSDGsアイコンの色に対応しています。



配色バリエーション 7

モノクロ（黒色版）
黒色版のロゴマークはフルカラー印刷ができない場合、1色印刷時など必要な場合にのみ使
用して下さい。※原則カラー版を使用して下さい。
黒色版を使用する場合は、背景色は白色で使用して下さい。



配色バリエーション 8

モノクロ（白色版）
白色版のロゴマークはフルカラー印刷ができない場合、1色印刷時など必要な場合にのみ使
用して下さい。※原則カラー版を使用して下さい。
白色版を使用する場合は、背景色は黒色で使用して下さい。



他の主体とロゴを組み合わせる場合の注意事項 9

次に示す方法に限り、他の主体とロゴの組み合わせが可能です。

ロゴ

1X0.2X0.2X

他の主体とロゴの間に100%黒色で0.5ポイントの線を加える



背景の上にロゴを配置する場合の注意事項 10

次に示す方法に限り、背景の上にロゴを配置することが可能です。

ロゴの存在感が薄れてしまう恐れのある、印象の強い、
または、コントラストの強い背景イメージは使用しないで下さい。

薄い背景色の上に
配置する

ロゴがはっきり分かる写真上に
配置する

シンプルな背景柄の上に
配置する



禁止事項 11

幸田町SDGs未来都市ロゴマークは、下記のような使用は絶対にしないで下さい。
これらの取り扱い事例は原則禁止します。※各ロゴマーク共通です。

変形させる 要素を追加する 色を変更する 書体を変更する

回転や反転させる コントラストが強い写真
などの上に配置する

影やグラデーションを加える 文字を削除して使用する


